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■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１５３

３月定例会

平成26年第１回定例会は、３月６日から14日までの９日間の日程で開催されました。

この定例会では、町執行部より平成26年度当初予算をはじめ、条例改正など29議案が提案され、すべての議

案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、３月13日に行われ、５人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

平成２６年度一般会計予算総額８１億１１００万円を可決

再
度
、
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

一
部
改
正

医
療
職
職
員
の
給
与
体
系
の
見

直
し
に
よ
り
、
医
療
職
の
給
料
を

３
級
制
か
ら
４
級
制
に
す
る
も
の

で
す
。

◇
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例

の
一
部
改
正

◇
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

地
方
分
権
改
革
に
係
る
一
括
法

に
よ
り
、
国
の
法
令
等
で
定
め
ら

れ
て
い
た
委
員
の
委
嘱
基
準
を
、

町
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◇
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正◇
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
各
施
設
利
用
料
の
消
費
税
率

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●

諮

問

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

現
委
員
の
高
橋
正
秀
さ
ん（

水

口）

、
大
久
保
和
一
さ
ん（

太
田）

、

か

ず
い
ち

舩
橋
由
紀
子
さ
ん（

高
野）

が
、

平
成
26
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
再
度
、
推

薦
し
た
い
と
し
て
意
見
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
、
推
薦
人
が
適
任
で

あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 5千225万9千円 75億6千614万8千円

国 民 健 康 保 険 5千325万1千円 31億6千897万7千円

介護（保険事業） 2千624万4千円 15億4千278万5千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 89万5千円 805万6千円

区 画 整 理 △5千329万9千円 2億5千869万9千円

農 業 集 落 排 水 △1千648万1千円 7億7千156万7千円

下 水 道 △176万2千円 3億8千万3千円

後期高齢者医療 690万1千円 1億6千530万1千円

●

人

事

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

現
委
員
の
安
田
正
一
さ
ん（
塩

ま

さ
い
ち

本）

が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

●

条

例

◇
出
産
子
育
て
奨
励
金
支
給
条
例

多
子
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
少
子
化
対
策
の
た
め
、
３
人

目
の
出
産
か
ら
、
出
産
時
と
３
歳

に
達
す
る
年
、
小
学
校
に
入
学
す

る
年
に
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

子
育
て
世
代
の
経
済
的
支
援
と

医
療
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
26
年
10
月
か
ら
医
療
費
助
成

（

マ
ル
福）
を
15
歳
ま
で
拡
充
す
る

も
の
で
す
。

◇
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
を
設
置
す
る
た
め
、
当
該
委
員

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

障
害
者
総
合
支
援
法
の
第
二
次

施
行
に
伴
い
、
認
定
審
査
会
の
名

称
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

●

そ
の
他

◇
町
道
路
線
の
変
更

道
路
改
良
工
事
等
に
伴
い
、
菅

谷
、
水
口
地
内
の
町
道
２
路
線
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
菅
谷
地
内
の
１
路
線
を
町
道

認
定
す
る
も
の
で
す
。

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入：1千865万5千円を増額し，収入合計を4億

2千920万4千円とするもの

・支出 268万1千円を増額し，支出合計を3億8千

147万7千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・支出：422万6千円を減額し，支出合計を1億6千

70万2千円とするもの

一中の改築状況（H26.3.28撮影）

●
平
成
25
年
度
補
正
予
算
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八千代町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意（全会一致）

八千代町出産子育て奨励金支給条例 可決（全会一致）

八千代町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

八千代町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

八千代町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

八千代町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

八千代町青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に定める八千代町障害程度区分認定審
査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例

可決（全会一致）

八千代町農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

八千代グリーンビレッジの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

クラインガルテン八千代の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

平成25年度八千代町一般会計補正予算（第5号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

平成25年度八千代町水道事業会計補正予算 (第1号) 可決（全会一致）

平成26年度八千代町一般会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町介護保険特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代中央土地区画整理事業特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町農業集落排水事業特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町下水道事業特別会計予算 可決（全会一致）

平成26年度八千代町水道事業会計予算 可決（全会一致）

町道路線の変更について 可決（全会一致）

町道路線の認定について 可決（全会一致）

人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全会一致）

議 案 名 採決結果

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 81億1千100万円 72億6千200万円 11.7％

国 民 健 康 保 険 29億8千789万3千円 28億1千911万2千円 6.0％

後期高齢者医療 1億6千698万2千円 1億5千839万9千円 5.4％

介護（保険事業） 15億6千392万4千円 15億321万4千円 4.0％

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 781万円 716万1千円 9.1％

区 画 整 理 2億3千667万8千円 3億422万円 △22.2％

農 業 集 落 排 水 5億7千720万7千円 7億8千789万5千円 △26.7％

下 水 道 4億1千312万7千円 3億8千48万8千円 8.6％

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入 4億7千448万4千円 (前年度4億1千54万9千円) 対前年度15.6％増

・支出 4億2千745万6千円 (前年度3億7千879万6千円) 対前年度12.8％増

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入 0円 (前年度0円)

・支出 1億4千35万2千円 (前年度1億6千492万8千円) 対前年度14.9％減

※不足額1億4千35万2千円は，消費税及び地方消費税資本的収支調整額，損

益勘定留保資金，減債積立金で補填

第１回定例会における議案等の審議結果

平成26年度事業（主なもの）

私立保育所施設整備事業

・・・1億2千816万円

八千代第一中学校校舎改築事業

・・・10億1千379万円

東中学校校舎改築事業

・・・5千万円

下結城小学校トイレ改修事業

・・・4千720万円

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入事業（一中）

・・・2千724万2千円

町道排水整備事業

・・・2千120万円

二級町道３号線道路改良（粕礼）

・・・2千268万円

筑西幹線道路整備事業

・・・5千20万円

町道3814号線道路整備事業（菅谷）

・・・3千16万8千円

第４分団詰所改築事業

・・・2千150万円
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な
く
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成

と
自
立
に
対
す
る
援
助
、
指
導
で

す
の
で
、
改
革
に
左
右
さ
れ
ず
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

職
務
の
違
い
と

し
て
、
会
議
を
招
集
し
て
主
宰
し
、

対
外
的
に
委
員
会
を
代
表
す
る
教

育
委
員
長
に
対
し
、
教
育
長
は
、
教

育
委
員
会
の
職
務
権
限
と
し
て
具

体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、

す
べ
て
教
育
長
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
教
育
委
員
会
が

大
局
的
に
樹
立
し
た
基
本
方
針
を
、

具
体
的
に
執
行
し
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
任
期
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
長
が
１
年
、
教
育
長
が
４
年
、
教

育
委
員
が
４
年
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
行
っ
て
き
た
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
が
、
新
た
に
経

営
所
得
安
定
対
策
と
し
て
本
年
度

よ
り
始
ま
り
ま
す
が
、
制
度
上
ど

の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

今
回
の
見
直
し

で
は
、
大
き
く
分
け
て
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
畑

作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
26
年
産
は
現
行
ど
お
り
全

て
の
販
売
農
家
を
対
象
に
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
27
年
産
か
ら
は
対
象

者
要
件
が
認
定
農
業
者
に
限
定
さ

れ
ま
す
。
次
に
、
米
・
畑
作
物
の

収
入
影
響
緩
和
対
策
で
す
が
、
26

年
産
は
現
行
ど
お
り
で
す
が
、
27

年
産
か
ら
は
、
規
模
要
件
を
廃
止

し
、
全
て
の
認
定
農
業
者
が
対
象

と
な
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
米

の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

現
行
10
ａ
当
た
り
１
万
５
千
円
を
、

26
年
産
米
か
ら
10
ａ
当
た
り
７
千

５
０
０
円
に
削
減
し
た
う
え
で
、

29
年
産
ま
で
４
年
間
の
経
過
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
米
価
変
動
補
填
交
付
金

で
す
が
、
米
価
変
動
に
対
す
る
影

響
緩
和
対
策
と
し
て
は
、
先
ほ
ど

の
米
・
畑
作
物
の
収
入
影
響
緩
和

対
策
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
26
年
産

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

水
田
フ
ル
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

水
田
で
麦
、
大

豆
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
等
の

作
物
を
生
産
す
る
農
業
者
に
対
し

て
交
付
金
を
直
接
交
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
水
田
の
フ
ル
活
用
を
推

進
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図

る
制
度
で
す
。

町
独
自
の
子
育
て
助
成
金
制
度

が
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
当
町

の
人
口
増
加
に
寄
与
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
は
人
口
減
少
問
題
の

解
決
は
難
し
く
、
収
入
の
安
定
や

企
業
進
出
に
よ
る
雇
用
の
確
保
、

移
住
対
策
等
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
人
口
増
加
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

当
町
に
お
い
て
も
人
口
の

減
少
が
進
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
子
育
て
支
援
を
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
マ
ル
福
制
度
を
今
年
10

月
よ
り
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
子

育
て
奨
励
金
制
度
も
始
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
子
育
て
支
援
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
当
町
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
施
策
と
し
て
進
め

て
い
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

制
度
な
ど
の
優
遇
措
置
を
生
か
し

た
企
業
誘
致
の
促
進
、
並
び
に
保

留
地
住
宅
支
援
助
成
金
制
度
を
活

用
し
た
定
住
化
促
進
対
策
等
を
進

め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

政
府
が
進
め
て
い
る
教
育
委
員

会
制
度
改
革
で
す
が
、
教
育
長
と

教
育
委
員
長
を
統
合
さ
せ
る
新
教

育
長
制
度
、
ま
た
、
教
育
人
事
、

教
科
書
の
採
択
等
に
お
い
て
首
長

の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
内
容
を
含

ん
で
い
ま
す
が
、
ご
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
長

等
の
任
期
及
び
職
務
権
限
の
違
い

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

今
般
の
教
育
委
員
会
制
度

改
革
に
対
す
る
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
行
政
機
関
の
責
任
者
と

し
て
常
に
民
意
が
反
映
さ
れ
た
教

育
行
政
の
執
行
に
向
け
、
当
町
の

実
態
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
教

育
委
員
会
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

緊
密
な
連
携
を
図
り
、
当
町
の
教

育
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

教
育
委
員
会
制
度
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
常
に

民
主
的
な
視
点
に
立
っ
た
施
策
や

対
応
が
重
要
で
あ
り
、
制
度
改
革

後
も
教
育
の
目
的
は
変
わ
る
こ
と

て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
念
頭
に
、
今
後
も
人
口
増
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

茨
城
県
知
事
は
、
県
内
全
域
で

人
口
減
少
が
す
ご
い
勢
い
で
進
行

し
て
い
る
と
危
機
感
を
強
め
て
お

り
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。
町
長
は
、
知

事
と
交
渉
し
、
補
助
金
や
助
成
金

の
確
保
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長

老
人
ホ
ー
ム
、
幼
稚
園
の

園
舎
や
保
健
室
等
の
更
新
時
期
に

補
助
金
を
申
請
す
る
な
ど
、
国
、

県
予
算
の
有
効
活
用
を
全
庁
総
力

を
あ
げ
て
進
め
つ
つ
、
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
運
用
を
図

り
、
町
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

４
月
か
ら
父
子
家
庭
に
母
子
家

庭
と
同
じ
条
件
で
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
５
名
が
登
壇

大久保 敏夫議員

小島 由久議員

人口増への取り組みを
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が
、
当
町
に
お
け
る
対
象
者
数
や

金
額
、
遡
っ
て
の
支
給
も
あ
る
の

か
。
ま
た
、
現
在
の
母
子
家
庭
へ

の
支
給
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
民
課
長

父
子
遺
族
基
礎
年
金

の
対
象
と
な
る
世
帯
数
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
対
象
と

な
り
、
支
給
の
遡
り
は
無
い
た
め

対
象
世
帯
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

支
給
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母
子

家
庭
へ
の
支
給
額
と
同
額
で
あ

り
、
基
本
額
は
77
万
８
千
５
０
０

円
、
子
の
加
算
額
は
２
人
ま
で
が

各
22
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。下
館
年
金
事
務
所
の
話
で
は
、

平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
金
額
改

定
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
お
、
母
子
家
庭
へ
の
支

給
状
況
を
下
館
年
金
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
世
帯
別
で

は
な
く
受
給
権
者
数
で
把
握
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
平
成
24
年
度

の
当
町
に
お
け
る
遺
族
給
付
状
況

の
確
定
値
は
、
受
給
権
者
数
１
０

４
人
、
年
間
総
額
６
千
８
８
９
万

９
千
円
、
一
人
あ
た
り
平
均
年
金

額
は
66
万
２
千
円
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
金
額
は
当
時

の
基
本
額
が
78
万
６
千
５
０
０
円

と
現
在
の
77
万
８
千
５
０
０
円
よ

り
８
千
円
高
い
時
点
の
も
の
で

す
。

示
の
希
望
が
あ
れ
ば
営
利
目
的
で

な
い
限
り
使
用
で
き
る
よ
う
開
放

し
、
ま
た
、
利
用
促
進
の
た
め
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

作
品
展
示
の
場

や
、
優
れ
た
作
品
に
触
れ
る
機
会

と
し
て
施
設
の
開
放
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
積

極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
来
館

者
に
作
品
等
を
鑑
賞
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
資
料
の
活

用
、
読
書
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、

町
民
の
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
幅

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
町
民
の
方
の
積
極

的
な
活
用
と
施
設
の
有
効
利
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長

今
後
も
、
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
町
民
一
人
一

人
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
を
援
助

し
、
全
て
の
人
に
開
か
れ
た
身
近
な

図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

要
支
援
２
０
０
人
、
要
介
護
５
８

５
人
、
第
２
号
被
保
険
者
で
要
支

援
11
人
、
要
介
護
23
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
元
気
満
点
教
室

や
元
気
は
な
ま
る
運
動
教
室
、
歯

科
医
師
に
よ
る
口
腔
教
室
や
整
形

外
科
医
に
よ
る
膝
の
痛
み
の
健
康

講
話
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
社
会
基
盤
整
備
に
向
け
、

地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
と
、
重
層
的
な

支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
へ
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

町
長

今
後
も
高
齢
化
が
進
展
し

て
い
く
中
で
、
高
齢
者
が
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
在
宅
で

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
が
示
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
モ
デ
ル

事
業
実
施
自
治
体
を
参
考
に
す
る

と
と
も
に
、
地
域
課
題
を
検
討
す

る
地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置
し
、
そ

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
当
町
の
実

情
に
応
じ
た
医
療
、
介
護
、
予
防
、

住
ま
い
及
び
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
展
示
ロ
ビ
ー
を
、
文
化

の
高
揚
を
図
る
拠
点
と
し
て
、
展

今
後
、
日
本
は
高
齢
化
の
進
行

が
加
速
し
、
医
療
や
介
護
の
需
要

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

当
町
の
高
齢
者
数
の
推
移
と
将
来

予
測
及
び
要
支
援
、
要
介
護
の
認

定
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
予
防
の
た
め
に
実
施
し

て
い
る
事
業
や
活
動
内
容
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

65
歳
以
上
の
高

齢
者
数
及
び
高
齢
化
率
は
、
介
護

保
険
制
度
開
始
当
初
の
平
成
12
年

で
４
千
８
１
２
人
、
19
・
８
％
。

平
成
16
年
に
は
５
千
86
人
、
20
・

75
％
。
平
成
26
年
３
月
１
日
現
在

で
は
５
千
６
４
２
人
、
25
・
14
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来

予
測
に
つ
い
て
は
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
は
、

平
成
37
年
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
６
千
３
４
６
人
、
高
齢
化
率

32
・
38
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要

支
援
、
要
介
護
認
定
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
１
月
の
認
定
者

数
で
す
が
、
第
１
号
被
保
険
者
で

ス
ポ
ー
ツ
は
、
技
術
の
向
上
や

健
康
管
理
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
当
町

に
も
、
主
競
技
場
、
サ
ブ
競
技
場
、

卓
球
場
、
柔
剣
道
場
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
備
え
た
総
合
体
育
館
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
利
用
状
況

や
使
用
料
、
減
免
体
制
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

年
間
の
利
用
者

数
は
、
昨
年
度
が
全
競
技
場
合
せ

て
約
２
万
８
千
人
、
今
年
度
は
２

月
ま
で
に
約
２
万
７
千
人
の
利
用

が
あ
り
、
若
干
で
す
が
増
加
傾
向

で
す
。
利
用
料
の
例
と
し
て
、
主

競
技
場
を
午
前
中
利
用
し
た
場

合
、
２
千
１
０
０
円
の
使
用
料
金

に
な
っ
て
お
り
、
照
明
を
利
用
し

た
場
合
、
１
時
間
当
た
り
６
０
０

円
の
加
算
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
関
係
や
社
会
教
育
団
体
等
に

お
い
て
は
、
減
免
措
置
が
あ
り
ま

す
。古

河
市
な
ど
の
近
隣
の
市
に
お

中山 勝三議員

国府田 利明議員

図書館展示ロビー



16広報やちよ№655 2014.5月号

い
て
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
資

格
を
持
つ
専
門
ト
レ
ー
ナ
ー
を
常

駐
さ
せ
、
専
門
性
の
高
い
指
導
を

行
い
、
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
も
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
町
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
つ
い

て
、
器
具
の
整
備
状
況
と
今
後
の

運
営
方
針
を
伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

ウ
エ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
等
を
導

入
し
、
現
在
、
９
種
類
13
台
の
ト

レ
ー
二
ン
グ
器
具
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、利
用
登
録
に
当
た
っ
て
は
、

専
門
の
指
導
員
を
配
置
し
て
い
な

い
こ
と
や
利
用
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
器
具
の
説
明
及
び
使
用
方

法
に
つ
い
て
講
習
の
受
講
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

町
長

総
合
体
育
館
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
町

民
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る

施
設
で
す
。
町
民
の
誰
も
が
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う
、
今
後
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
合
わ
せ
て
、
施
設
の
整

備
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
町
の
農
産
物
応
援
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
八
菜
丸
が
、
テ
レ
ビ
出
演
を

果
た
し
、

「

白
菜
生
産
量
日
本
一
の

八
千
代
町」

を
全
国
に
浸
透
さ
せ

る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
よ

り
一
層
知
名
度
や
人
気
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
今
後

の
活
動
予
定
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

産
業
振
興
課
長

一
般
的
に
、
長

期
的
、
継
続
的
に
活
動
す
る
こ
と

で
知
名
度
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の

で
す
の
で
、
今
後
も
、
ま
ず
は
何

よ
り
町
民
の
皆
様
へ
の
知
名
度
向

上
を
第
一
に
、
白
菜
、
メ
ロ
ン
、

梨
な
ど
の
町
の
特
産
品
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加

し
、
町
民
の
皆
様
と
触
れ
合
う
機

会
を
数
多
く
設
け
る
と
と
も
に
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
地
道
な
活
動

を
継
続
的
に
実
施
し
、
八
菜
丸
の

知
名
度
や
人
気
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

結
城
小
学
校
の
４
年
生
１
ク
ラ
ス

及
び
八
千
代
第
一
中
学
校
の
１
年

生
２
ク
ラ
ス
、
全
６
ク
ラ
ス
で
閉

鎖
措
置
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
解
除
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

の
発
生
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
学
校
や
家
庭
で
の
手
洗
い
、

う
が
い
、
マ
ス
ク
の
使
用
等
の
励

行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
学
校
で
は
多
く
の
児
童
生
徒

が
集
団
で
生
活
を
共
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
特
に
、
学
級
担
任
や

養
護
教
諭
等
に
お
い
て
早
期
発

見
、
早
期
対
応
を
図
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

健
康
観
察
を
行
い
、
体
調
不
良
や

健
康
状
態
を
把
握
し
、
状
況
に
応

じ
た
適
正
な
措
置
を
と
る
よ
う
引

き
続
き
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

す
が
、
県
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も

に
、
山
川
沼
土
地
改
良
区
内
の
用

排
水
路
布
設
替
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、
町
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
用
地
買
収
を
進
め
る
予

定
で
す
。
な
お
、
町
分
の
工
事
は

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
す
る
予
定

で
す
。

毎
年
、
小
中
学
生
に
と
っ

て
、

入
学
試
験
や
期
末
試
験
な
ど
重
要

な
時
期
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
、
学
級
閉
鎖
に
至
る
な
ど
児

童
生
徒
た
ち
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
当
町
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
状
況
を
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

当
町
の
小
中
学

校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

は
、
今
年
１
月
末
頃
か
ら
多
く
な

り
、
最
も
多
い
日
で
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
あ
わ
せ
て
44
名
の
欠
席

者
が
い
ま
し
た
が
、
２
月
に
入
り

欠
席
者
が
激
減
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
３
月
か
ら
再
び
欠
席
者
が
増

加
し
、
３
月
６
日
現
在
で
25
名
が

欠
席
と
な
り
ま
し
た
。
学
級
閉
鎖

に
つ
い
て
は
、
同
一
学
級
内
の
欠

席
者
が
20
％
を
超
え
た
場
合
、
学

校
医
等
と
相
談
し
閉
鎖
措
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
状

況
は
、
安
静
小
学
校
の
２
年
生
１

ク
ラ
ス
、
中
結
城
小
学
校
の
２
年

生
と
４
年
生
で
各
１
ク
ラ
ス
、
下

筑
西
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
路

線
測
量
な
ど
も
終
了
し
、
用
地
買

収
、
家
屋
移
転
補
償
等
の
交
渉
を

し
て
い
る
段
階
だ
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の

開
始
時
期
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し

ま
す
。

都
市
建
設
課
長

平
成
25
年
度

は
、
土
地
鑑
定
評
価
、
家
屋
工
作

物
の
補
償
物
件
算
定
評
価
を
実
施

し
、用
地
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

用
地
交
渉
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

県
に
お
い
て
は
、
山
川
沼
土
地
改

良
区
内
の
地
権
者
21
名
と
約
３
万

２
千
㎡
の
用
地
買
収
契
約
の
締
結

を
し
ま
し
た
。
県
分
の
用
地
買
収

計
画
面
積
の
約
43
％
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
町
に
お
い
て
は
、
町

内
の
地
権
者
５
名
と
約
８
１
０
㎡

の
用
地
買
収
契
約
の
締
結
を
し
、

併
せ
て
地
権
者
２
名
と
家
屋
工
作

物
等
の
補
償
物
件
移
転
の
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
町
の
用
地
買
収

計
画
面
積
の
約
14
％
に
あ
た
り
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
で 廣瀬 賢一議員

総合体育館のトレーニング室

手洗い・うがいを習慣に
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３
月
24
日
に
、
八
千
代
第
一
中

学
校
改
築
工
事
現
場
で
発
生
し
た

事
故
に
つ
い
て
、
３
月
26
日
に
全

員
協
議
会
を
開
催
し
、
担
当
課
か

ら
事
故
状
況
及
び
経
過
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
は
、
徹
底
し
た
安
全
管
理
の
も

と
で
工
事
を
進
め
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
を
開
催

詳細な説明を受けた

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

？

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
末
に
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

傍
聴
席
は
40
席
あ
り
、
簡
単
な
受
付
で
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【

問
い
合
わ
せ】

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１（

内
線
４
１
１
０）

受付簿に住所と氏名を記入し
傍聴券を取り入場してください

傍聴席から見た議場の様子

◇

研

修

視

察

報

告

◇

去
る
、
１
月
28
日
、
議
会
議
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
下
妻
市
の
茨
城
県
県
西
流
域
下
水
道
事
務
所
に
お
い
て
、
下
水
道
の
は
た
ら
き
及
び
事
業
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
汚
水
処
理
施
設
を
見
学
し
、
下
水
道
事

業
の
し
く
み
全
体
を
理
解
し
、
改
め
て
、
下
水
道
の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
境
町
の
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
路（

圏
央
道）

の
工
事
現
場
事
務
所
に
お
い
て
、
本
道
路
構

想
の
目
的
と
役
割
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
利
根
川
高
架
橋
及
び
境
古
河
Ｉ
Ｃ
工
事
現
場
を
見
学
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
内
に
全
面
開
通
を
目
指
し
、
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
橋
梁
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
事
業
が
完
成
す
れ
ば
当
町
に
お
け
る
道
路
交
通
事
情
は
飛
躍
的
に
変
化
、
向
上
す
る

も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
千
代
第
一
中
学
校
改
築
工
事
現
場
を
訪
れ
、
事
業
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
基
礎

工
事
現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。
予
算
を
承
認
し
た
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
進
捗
状
況

を
確
認
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
執
行
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研
修
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

茨城県県西流域下水道事務所前にて

圏央道工事現場事務所での研修の様子


